
呉市立天応中学校区 研究報告

１ 研究の概要

２ 開発単元の実際

３ 小中教員の協働体制の構築

４ 児童生徒の変容・成果

５ 本年度の課題・次年度の方向性



目指す児童生徒像
「『鍛える 想う 求める』子供」

研究主題
自他の知をつなげ，粘り強く学ぶ児童生徒の育成

～ を軸とした授業づくりを通して～探究対話 貢献

学校教育目標
「かかわる つながる よく生きる」



・開いた「問い」づくり
・データ整理からの「問い」づくり

三階層の問い

・３本柱で整理
・発達段階に応じた具体の姿を整理

資質・能力と
評価（ルーブリック）

・「対話」「探究」「貢献」
・探究の過程を繰り返す
・ゴール設定（社会への還元）
・全体計画の更新

単元⇒全体計画

・子供の発想を想定した対応案
・体験で終わる取組の廃止

・ルーブリックの焦点化
・変容把握の工夫



令和３年度 学校評価アンケート（肯定的な回答％）

項目
（８）
課題意識

（９）
整理・分析

（１０）
表現

中３

５月 79.4 67.6 67.7

１２月 94.1 85.3 76.5

前後差 +14.7 +17.7 +8.8

（８）授業では，解決しようとする課題（ねらい）について，「なぜだろう」，「やってみたい」「たぶん，こうではない
か」と思います。

（９）授業では，情報を比較したり，分類したり，関係付けたりして，考えています。
（１０）授業では，自分の考えとその理由を明らかにして，相手に分かりやすく伝わるように発表を工夫しています。

義務教育９年間 出口の姿（中３）



育成を目指す資質・能力

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等

知識・技能 思考力・判断力・表現力 自主性，主体性

後
期

構造化され生きて働く
概念的な知識や，自在
に活用できる技能が身
に付いている。

（実社会・実生活の中から）
問いを見いだし，効率的・効
果的に分析して，根拠を明ら
かにしながら，論理的に表現
することができる。

探究的な学習の過程におい
て，実社会・実生活の課題
を自分のこととして考え，
協働的に解決に向かい，社
会に貢献しようとしている。

中
期

新しく学習した言葉や
技能を正しく理解し活
用することが身に付い
ている。

（実社会・実生活の中から）
問いを見いだし，効率的・効
果的に分析して，根拠を明ら
かにしながら，順序立てて表
現することができる。

探究的な学習の過程におい
て，実社会・実生活の問題
を解決するために，（自分
の意思で）目標を持ち，友
達と協力しながら解決に向
かい，社会とつながろうと
している。

前
期

新しく学習した言葉や
技能を正しく理解して
いる。

身のまわりから問題を見つけ，
集めた情報から考え，理由を
明らかにしながら，相手に伝
えることができる。

自分の生活を見直し，自分
の特徴やよさを知るととも
に，ちがう意見や友達の考
えを大切にしながら，身の
まわりのことと関わろうと
している。



課題 方策

❶探究課題が児童
生徒自身のものと
なっていない。

・探究課題に対し，開いた問いづくりを行い，発達段階に
応じて分類する。 Ａ

・生徒に探究課題に係る基礎データを整理させ，データ
から「問い」を導き出す。 Ｂ

❷目的が不明確。情
報収集が形式化。

・実現したい姿を明確にし，その実現に必要な資源を検
討しながらプロジェクトを立ち上げる。「問い」を追究する
ために，必要かつ適切な情報収集を選択・実行。

Ｃ

❸学んでほしいこと
を児童生徒に順に
与えている。

・体験で終わる取組の廃止。 Ｄ

・「問い」の事前検討時に，生徒の発想を想定した対応
案を準備する。 Ｅ

❹「まとめ・表現」の
取組の停滞。

・積極的に失敗させる。 Ｆ

・目的に応じた他者（専門家，行政，地域住民等）と協働
する場を仕組む。 Ｇ

❺探究のサイクルが
繰り返されない。

・提案型のゴール設定。 Ｈ

・「問い」の階層の整理。 Ｉ



開発単元
（天応中３年）

防災学習

ＳＤＧｓ



方策 Ｉ 【問いの階層整理】



課題：今年の災害対策を発信しよう。
【しかけ】中１，中２対象の災害に関するアンケート結果から，

「今年の災害防止対策」を考えさせる。

課題：世界的な視野に立って豪雨災害を防ぐ方法を見つけ，発信しよう。
【しかけ】生徒から出た「雨と地球温暖化」を取り上げ，生徒の思考や

発想をもとに，世界的な視野に広げさせる。

第１次

課題：みんなでやろう天応ＳＤＧｓウィーク
【しかけ】自分たちの学びを持続可能な社会につなげるため，

天応ＳＤＧｓウィークを企画・実行させる。

第２次

第３次

探究

対話

貢献



アンケート結果から

問いや次の活動を見出させる
方策 Ｂ

【データ整理】



自分たちで問いを出す活動

次の学びや活動を引き出す

方策 Ｅ
【対応策の準備】



文化祭での発表 熊野中との交流

方策 Ｇ 【他者との協働】

方策 Ｈ 【提案型のゴール】

【私たちのＳＤＧｓ宣言】

気候変動を引き起こす二酸化炭素の排出を減らすため，友達や家族と
一緒に行動しながら，食品ロスやプラスチックゴミを削減していきます。



Change the Future プロジェクト

～天応ＳＤＧｓウィーク～
小６を対象としたエコバッグづくり体験

オリジナルステッカー作成

方策 Ｇ 【他者との協働】

方策 Ｃ 【プロジェクトの立ち上げ】



防災学習

まちづくり

開発単元
（天応小６年）



方策 Ｉ 【問いの階層整理】



課題：西日本豪雨について，下学年へ伝えよう。
【しかけ】「0706ミュージアム」に向け，「地域の人たちの証言」

「データ」，「災害支援」について，探究させる。

課題：できるところからやってみよう！災害ボランティア
【しかけ】「支援してくれた人」「支援が必要な人」「かつて支援が

必要だった人」「支援している人」と対話させる。

第１次

課題：持続可能な活動にするために発信しよう。
【しかけ】地域や被災地に貢献できることを企画・実行させる。

第２次

第３次

探究

対話

貢献



地元ボランティア団体への
インタビュー

方策 Ｃ 【プロジェクトの立ち上げ】

方策 Ｇ 【他者との協働】



方策 Ａ 【開いた問い】

「個別の問い」

個人→グループで共有

体験活動は

課題解決のための「情報収集」

学びのフレーミング

方策 Ｄ 【体験で終わらない】



方策 Ｆ
【失敗を経験させる】

児童が行き詰まることを想定

↓

あえて失敗させ，その理由を
考えさせる。

↓

次の活動につなげるきっかけ
に

支援したい旨の電話を入れるが，「もう，特に必要ない」と断られてしまう。

そのため，「いつでも支援できるように物資を準備する」と活動計画を変更した。



第２次でのまとめ

方策 Ｃ 【プロジェクトの立ち上げ】

方策 Ｈ 【提案型のゴール】

地元ボランティア団体との
タイアップ企画



小中教員の協働体制の構築

ルーブリックに基づく研究協議

Ｔ・Ｔによる指導（小４～中３ ）

小中合同研修

（理論研修，学習指導案検討）



児童生徒の変容・成果

中学校 前

具体的なデータ
分かることや
自分の考えは
記述なし

具体的なデータを挙げているものの，情報を整理・分析して，
自分の考えを導き出すことができていない。



中学校 後
具体的なデータを挙げ，情報の整理・分析を行い，自分の
考えを導き出している。

具体的なデータ データから分かること
まとめ，対策についての

自分の考え



前小学校

１学期の単元の振り返りより

発信までの計画や課題が整理できていない。

いつ，どこに，どうやって送るか，具体的な内容までは記述なし



後小学校 相手意識・目的意識をもち，計画を立て，粘り強く情報収集
やまとめ・表現に取り組んでいる。

２学期の単元の振り返りより

目的意識を持って情報を調べる

静岡県・熱海市立伊豆山小学校への支援
～支援のためには情報が必要～

情報収集の難しさを感じながらも
粘り強く取り組む



本年度の課題 次年度の方向性
❶ 各学年で扱う問い・単元づ

くりが単発的

・学年間の系統性が未整理

① 各学年で扱う問い・単元の
再構築

・学年間の系統性の整理
・「方策」の整理

❷ 総合的な学習の時間と各
教科等との関連付け

・各教科・領域等との関連付けが未整理
・年間指導計画の未整理

② カリキュラム・マネジメント
の充実

・データ活用や各教科等による防災学習と
の関連付け
・年間指導計画への位置付け

❸ ルーブリックの活用

・ルーブリックを活用した「単元末」の具体の
姿の想定不足
・児童生徒との目指す姿の共有不足

③ 指導と評価の一体化

・評価方法の工夫
・ルーブリックによる見取りの充実


